



















































































































































































































































































































































































































– 実際に紛争を招来するような行為を超えて / 著作権
者に与える経済的不利益がないにも関わらず、著作権
法の条文の文言を墨守することは、かえってバイアス
の矯正を阻害することにもなりかねない
グレーゾーン
現代における著作権法の課題
• インターネットやデジタル技術の普及
– → 著作権の実効性の確保
– → 私人の著作物利用の自由の確保
1条（目的） この法律は、著作物並びに実演、レコー
ド、放送及び有線放送に関し著作者の権利及びこれ
に隣接する権利を定め、これらの文化的所産の公正
な利用に留意しつつ、著作者等の権利の保護を図り、
もつて文化の発展に寄与することを目的とする。
主な参考文献
• 文化庁「著作権法の一部を改正する法律（平成30年
法律第30号）について」
<http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/hokaisei
/h30_hokaisei/>
• 文化庁「著作権法の一部を改正する法律 概要説明
資料」
<http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/hokaisei
/h30_hokaisei/pdf/r1406693_02.pdf>
• 田村善之「日本の著作権法のリフォーム論―デジタル
化時代・インターネット時代の『構造的課題』の克服に
向けて―」 知的財産法政策学研究44号25-140頁
(2014年)
